
CTAO大口径望遠鏡観測データを使った夜光とPMTアフターパルスの解析
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CTAO計画は、南北両半球に複数の望遠鏡を設置し、宇宙における極限的な現象から放出されるガンマ線を観測する国際
共同計画である。現在、カナリア諸島の天文台では口径23 m の大口径望遠鏡（LST）が稼働している。LST の焦点面検
出器には1855本の光電子増倍管（PMT）が装着されており、20 GeV 以上の高エネルギーガンマ線が大気中で生成する空
気シャワーから放出されるチェレンコフ光を観測し、ガンマ線のエネルギーや到来方向を高精度で測定している。

微弱なチェレンコフ光を高精度で測定するためには、PMT に由来するノイズ成分を適切に理解することが重要である。
特に、PMT内部の残留ガス分子のイオン化によって生じるアフターパルスは、比較的大きな信号を伴うため、観測デー
タへの影響が懸念される。また、アフターパルスの発生確率はPMTの長期運用に伴って変化することが報告されてお
り、その特性を継続的に評価することが重要である。そこで本研究では、望遠鏡の過去の観測データから得られる光量
スペクトルを用いて、夜光成分とアフターパルス成分を分離し、各PMTのアフターパルス発生確率を推定する手法の開
発を進めている。本講演では、その開発状況について報告する。
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